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東地方 2 1 1 0 0
弘前 15 9 6 3 1
八戸 14 9 5 2 1
五所川原 7 5 2 1 1
上十三 9 6 3 2 1
むつ 6 4 2 1 1
青森市 12 8 4 2 1
合計 65 42 23 11 6

　　　    保　健　所　名 増減数

    疾 患 番 号 ・ 疾 患 名 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 数 定点 (前週からの増減）

(72)  イ  ン  フ  ル  エ  ン  ザ 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0
(60)  咽    頭    結    膜    熱 0 0.00 0 0.00 2 0.22 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 2 0.05 0
(61)   A 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 咽 頭 炎 0 0.00 16 1.78 6 0.67 0 0.00 10 1.67 1 0.25 13 1.63 46 1.10 15
(62)  感  染  性  胃  腸  炎 1 1.00 12 1.33 3 0.33 2 0.40 5 0.83 19 4.75 18 2.25 60 1.43 14
(63)  水                痘 4 4.00 11 1.22 8 0.89 3 0.60 8 1.33 2 0.50 11 1.38 47 1.12 0
(64)　手 　  足　   口  　 病 0 0.00 0 0.00 5 0.56 1 0.20 0 0.00 3 0.75 1 0.13 10 0.24 -9
(65)  伝    染    性   紅   斑 0 0.00 0 0.00 1 0.11 0 0.00 3 0.50 0 0.00 1 0.13 5 0.12 -1
(66)  突    発    性   発 し　ん 0 0.00 2 0.22 6 0.67 1 0.20 8 1.33 3 0.75 1 0.13 21 0.50 -7
(67)  百      日       咳 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0
(68)  風 　し　ん 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 -1
(69)  ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0 0.00 1 0.11 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 0.13 2 0.05 -7
(70)  麻 しん （ 成 人 を 除 く ） 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 -1
(71)  流 行 性 耳 下 腺 炎 5 5.00 16 1.78 12 1.33 2 0.40 16 2.67 12 3.00 5 0.63 68 1.62 -29
(73)  急 性 出 血 性 結 膜 炎 0  0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0
(74)  流  行  性  角  結  膜  炎 0  1 0.33 2 1.00 0 0.00 1 0.50 0 0.00 0 0.00 4 0.36 -1
(59)　ＲＳウイルス感染症 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0
(82)　マイコプラズマ肺炎 0 0.00 0 0.00 4 4.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 4 0.67 -3
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Ⅰ 第43週の発生動向（2006/10/23～2006/10/29） 

1. 水痘については、東地方保健所管内で第40週から警報が継続しています。 
2. 流行性耳下腺炎については、東地方保健所管内（第40 週～）において警報が、むつ保健所管内（第42 週～）では注意報が継
続しています。 

3. A群溶血性レンサ球菌咽頭炎及び感染性胃腸炎が増加傾向にありますので、今後、注意が必要です。 
 
Ⅱ 第43週五類感染症定点把握 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
    は警報       は注意報   「空欄」：患者発生数0  
 

            急急急   性性性   脳脳脳   炎炎炎（ウエストナイル脳炎及び日本脳炎を除く）   
表 過去3年間における北海道・東北地区 

急性脳炎報告数累計(2006年は42週現在)    
本疾患は、ウイルスなど種々の病原体による脳実質の感染症
です。過去3年間の北海道・東北地区における報告数累計は表
のとおりです。青森県において、本年10月に1名の報告があり
ました。 
《症状》 
急な発熱（38℃以上の発熱）、頭痛、嘔吐、意識障害、痙

攣（けいれん）等。 
《原因病原体及び感染経路》 
原因は多種多様です。ウイルス性では、単純ヘルペスウイル
ス、エンテロウイルス、アデノウイルス、麻しんウイルス、
風しんウイルス、水痘帯状疱疹ウイルス、ヒトヘルペスウイ
ルス6などです。その他マイコプラズマ、スピロヘータ、レプ
トスピラ、リケッチア、真菌、寄生虫（トリパノソーマ、旋
毛虫など）も脳炎を合併することがあります。従って、感染

経路は病原体によって異なります。また、感染症とは異なりますが、2004年、秋田県、山形県及び新潟県
などにおいてスギヒラタケによる急性脳症を疑う事例が発生しているため、きのこを食する季節であるこ
とから、安全性が確認されるまでは、スギヒラタケの摂取を控えるようにしましょう。 

⇒関連サイト スギヒラタケ http://www.afftis.or.jp/kinoko/231.htm 

  2004 2005 2006 

北海道 4 3 5 

青森県 0 0 1 

岩手県 1 3 0 

宮城県 2 3 0 

秋田県 26 12 0 

山形県 14 11 0 

福島県 2 2 0 

（2006年第43週）


